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京都大学防災研究所では、地殻変動連続観測として坑道内の伸縮計、傾斜計による地殻歪・傾斜の観測を３０

年前後続けている。逢坂山、屯鶴峯、阿武山、天ヶ瀬などの各観測所によるこれまでの観測結果から、この期間の

経年変化を各点に共通な広域的なものと観測点固有なものとに分離を試みた。広域的なものにはさらに共通な気象

要素や潮位の影響とテクトニックな変動を反映した部分とが含まれていると考えられる。これらの解析を通じて、

以前から指摘されている時間的な節目の存在、あるいは周期性/移動性とみられる変動についての解析結果を報告

する。 


